
10月 11月 12月 1月 2月 3月

・ 測定技術向上、データ管理充実（定点観測による傾向管理） ・ 運用中

・ 雨水の排出基準を明確化して早期に排出する運用とする
　（出来るだけ堰内のドライ状態を維持）

・ 運用中

・ フランジ型タンク全数への水位計の設置 ・ 施工済み

・鋼製円筒タンク（溶接型）への水位計の設置 ・ 現場調査・工程調整中

3 β線測定装置の調達計画の作成 ・ 計画的な調達実施（30 台確保予定） ・ 10台納入済み

・ 堰の設置されていない箇所の堰設置
・ 施工中（SPT受入水タン
ク・RO濃縮水受タンク・RO
処理水受タンク）

・ 堰の嵩上げ
・各エリアに設置されているタンク基数に応じた堰の高さ・容量の検討
・堰設置における工期短縮（プレキャスト工法等）の検討

・ 鋼材による嵩上げ施工
中
・ コンクリート等による更な
る嵩上げ検討中

・ 堰と土堰堤間の難透水化（コンクリート化など） ・ 調査・設計実施中

5 タンクの堰の二重化
・ 堰と土堰堤の二重化が出来ていない箇所の土堰堤設置及び堰と土堰堤
間の難透水化（横置きタンクエリアを除く）

・ フランジ型タンクのリプレイス方針を策定
（タンクの新増設及び汚染水の移送・処理方針を含む）

・ 第2回会議報告済み

・漏えいタンクの原因究明結果にもとづき、フランジ型タンクの運用計画(監
視･貯蔵)を策定(漏えいしたH4タンクのコンクリート基礎部の調査、他のフラ
ンジ型タンクにおけるH4タンクとの共通要因の有無を確認)

・ 補修工法検討中

・様々なケース（地下水バイパス稼働、サブドレン稼働等）を想定したリプ
レース計画への影響評価

・ 規制庁へタンク増設計
画の半期報告実施済み

・タンクの水抜き優先順位の具体化

・第3回会議報告済み（方
針）
・優先順位の具体化検討
中

・リプレースされたタンクの廃棄物の処理方針 ・ 方針検討中

7 横置きタンクの漏えい防止、漏えい拡大防止 ・ 優先的に円筒タンクにリプレイスする

8
降雨等による斜面のすべりに伴う汚染水の移
送配管の損傷への対応

・ SPTから35m盤への配管の新規追加ルートを設置 ・ 準備工事中

・ SPT(A)をバッファタンクとして使用する循環ループ構成とし、ＨＴＩ建屋及び
プロセス建屋を徐々にループから外す

・ SARRY／KURION での水処理後の戻りライン（ＨＴＩ建屋及びプロセス建
屋）を設置し、水処理能力余裕分での滞留水の浄化を図る（集中ラドへ戻す
ラインの設置については再検討）

・ SARRY／KURION での水処理後の戻りライン（タービン建屋等）を設置し、
水処理能力余裕分での滞留水の浄化を図る。なお、当該ラインは建屋内循
環(Ｈ２６年度末)での活用も視野に入れ、検討を行う。また、海

・ システム設計検討中

・ SD 運用開始とともに建屋滞留水位を徐々に低下させていく

循環ライン
信頼性

向上対策

課題・指摘事項

タンク対策

点検、パトロールの的確な実施（小さな漏えい
が判明できるように、しっかりデータをとって傾
向をみること）

1

水位計の設置等による常時監視（11月までに
実施予定）

2

9

タンクの堰や基礎部のコンクリート化、かさ上
げ、堰の設置（現状、堰のないＨＩＣを含めて）
※ＨＩＣは No.15へ

ＨＴＩ（雑固体廃棄物減容焼却）建屋、プロセス
建屋に滞留している汚染水の量の低減

原子炉建屋、タービン建屋の下に滞留してい
る高濃度汚染水への対応（汚染水の量の低
減、汚染水の濃度の低減 等）

4

東京電力福島第一原子力発電所汚染水対策の対応
汚染水対策現地調整会議　課題に対する管理表

溶接型タンクのリプレイス計画の早期策定（次
回会合までに策定・報告）とフランジ型タンク
の再検証

6

対応方針、及び検討課題 平成26年度以降

スケジュール

進捗状況 平成25年度
対策
番号

▼ 11/29 工事完了フランジ型タンク水位計設置

▽H26. 2月【工事完了】鋼製円筒タンク（溶接型）水位計設置

▼ 12/9 運用開始（実機データを蓄積し、運用に反映）

＜No.4　「堰と土堰堤間の難透水化（コンクリート化など） 」に依る＞

▽H26.2月中旬【工事完了】

▽ H26. 3月【工事完了】

SPT受入水タンク・RO濃縮水受タンク・RO処理水受タンク（堰設置）

蒸留水タンク（堰設置）

廃液供給タンク・濃縮水受タンク・濃縮処理水受タンク（コンクリート堰化）

土堰堤設置（調査・設計完了次第、順次工事着手）

土堰堤内浸透防止工（調査・設計完了次第、順次工事着手）

机上検討
（堰の高さ・容量・工法、ﾀﾝｸ運用）

コンクリート等による更なる堰の嵩上げ（調査・設計完了次第、順次工事着手） ▽ H26. 3月目標【工事完了】

▽ H26. 3月目標【工事完了】

▼ H4北東 ▼ H3

▼ E、B北鋼材による堰の嵩上げ

▼ H4東、H4
▼ H2北・南

▼ H1東

▼ H8北・南
▼ H5、H6、H9東・西

▽ G3北・東・西、G4北・南、G6北・南、C東・西

▽ B南

現場調査・工程調整（溶接型タンク）

▽H26. 2月末【納入完了】 ▼ 10台納入

＜No.6　「溶接型タンクのリプレイス計画の早期策定（次回会合までに策定・報告）とフランジ型タンクの再検証」に依る＞

▼ 運用開始

▼ 運用開始

＜No.15　「地下水の流入を減らすための更なる対策」に依る＞

▽ H26.1月【方針策定】
処理方針検討

▼ 規制庁報告

原因究明

▼ 方針策定

▼ 12/6 法令報告書提出

他タンクの確認、補修工法の検討

▼ 方針策定水抜き優先順位検討

保有水計画検討

工事検討

▽ H26. 2月下旬目標【工事完了】配管新規追加ルート設置工事

優先順位の具体化検討

調整中

前倒し調整中

15/25箇所完了

使用前検査等調整中

循環システム設計 ▽ H26. 3月【設計完了】

▽ H26年度半ば【運用開始】

調達・配管工事 ▽ H26年度上期【工事完了】

▽ 概念設計報告

平成25年12月12日

資料３
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10月 11月 12月 1月 2月 3月

課題・指摘事項

東京電力福島第一原子力発電所汚染水対策の対応
汚染水対策現地調整会議　課題に対する管理表

対応方針、及び検討課題 平成26年度以降

スケジュール

進捗状況 平成25年度
対策
番号

平成25年12月12日

資料３

・ 台風･竜巻対策：飛来物によるタンク損壊を防止するため仮設設備の固
縛、機材・車両をタンク近傍に置かないことを徹底する

・ 実施中

・ 豪雨対策：堰内雨水が汚染している場合に備えて 4,000トンノッチタンクへ
の移送ライン、さらには T/B への移送ラインを順次整備

・ Hエリアから4,000トンノッ
チタンクへの移送ライン設
置完了
・ 2・3号機T/Bへの移送ラ
イン設置完了
・雨水貯水タンク設置中

・ 豪雨対策：堰内コンクリート面の清掃・塗装により雨水の汚染を防止
・ 実施中（汚染しているエ
リアから順次）

・ 豪雨対策：堰の嵩上げ

・ 豪雨対策：タンクへの雨どい設置（雨どい水の汚染のないことの確認） ・施工中

・雷対策についての再評価（汚染水漏えい防止の観点から） ・ 第3回会議報告済み

・堰内の雨水排出に関する基本的な考え方の決定および具体的な雨水排
出手順の策定

・ 手順書完成済み

アウターライズ津波を超える津波リスクへの対
応(堤防の設置の検討)

・ 現行津波対策計画（建屋床開口部閉鎖）で汚染水が流出しないことを再
確認する

・ 1･2号機T/B、HTI建屋施
工中

・ 汚染水の浄化

12
１号機取水口北側エリア（観測孔0-1があるエ
リア）における水ガラスによる土壌改良の検討

・ 0-1の高トリチウムの原因調査の目的で観測孔3箇所（5本）を追加。原因
に応じ、トリチウム拡散を抑制する地盤改良の範囲を検討

・ 0-4、0-1-1、0-1-2、0-
3-1、0-3-2、1T-6サンプリ
ング実施中

・ Bラインの暗渠化 ・ 施工中

・連続監視モニタ設置
・港湾側へ導ける排水路の設置

・ モニタ校正中
・ 排水路測量実施中

・ HIC貯蔵施設は、できるだけ堰内をドライ状態に維持する考え方で、運用
計画を明確化する

・ 運用中（運用計画を規制
当局に説明予定）

・HIC長期保管を考慮した検討（HICの経年劣化等）
（廃炉対策推進会議において検討）

海への汚染水流出リスクを低減するための側
溝の対策

13
漏えい

防止対策

ＨＩＣの運用14

10 台風、ゲリラ豪雨、竜巻等へのリスクの対応

自然災害
対策

11

＜No.9　「原子炉建屋、タービン建屋の下に滞留している高濃度汚染水への対応（汚染水の量の低減、汚染水の濃度の低減 等)」に依る＞

▼ サンプリング開始 （掘削後、順次サンプリングを実施）

▼ 12月上旬【掘削完了】追加孔掘削

H26年度上期【HTI建屋完了】 ▽
　防水化対策（共用施設）  H26年度下期【プロセス主建屋・サイトバンカ建屋完了】 ▽

H26年度上期【１・2号機完了】 ▽
　防水化対策（T/B・C/B）  H26年度下期【3・4号機屋完了】 ▽

H26年度上期【1・4号機完了】▽
 H26年度下期【2・3号機屋完了】 ▽

　防水化対策（R/B・Rw/B）

排水路暗渠化材料、ゲート製作

排水路暗渠化・ゲート設置・枝排水路仮閉塞（枝排水路は堰二重化および排水路付替完成以降に復旧予定）

▽ 12月【工事完了】

排水路清掃・補修、排水路内のケーブル移設

実施中

＜汚染しているエリアから順次【工事開始】（堰の嵩上げは No.4参照） ＞

▼ 方針策定方針検討

タンク天板への雨樋設置

 H26. 3月
　【１～４号機円筒型フランジタンク完了】
▽

▽12月
　　【堰内で高線量汚染が確認された箇所（H4北、H4東、H2南、H3、B南）完了】

雨水抑制対策検討

製作・準備作業 ▼ モックアップ実施

▼ 12/4 手順書施行手順書作成

堰内床面塗装（既施工エリア）

▼ H3
▼ H9東

▼ H9西

▼ H2南

▼ H2北
▼ H1東

▽ H8北
▽ H6

▽ H8南

▼ G6南

▽ B南

▽ B北

堰内床面塗装（工事中エリア）

▽ H4、H4北東・東

▽ G6北
▽ G3北

▽ G3東・西 ▽ G4北・南、C東・西、G5

▽ H5 ▽ E

▼ 10月【運用開始】

▽ 12月中旬【工事完了】連続監視モニタ設置工事

▽ H26.1月中旬【試運用完了】試運用

排水路設置検討

▽ H26. 3月【設置完了】

現場測量

排水路設置

調整中（ヤード使用状況をみて実施時期検討）

調整中（タンク工事の進捗に合わせて実施予定）
7/26箇所完了

記載削除

調整中

▼ 10月初旬【Hエリア工事完了】 Gエリアについては状況を見ながら設置

4,000トンノッチタンク
移送ライン設置

T/B移送
ライン設置

雨水貯水タンク（500トン）設置

タンク設置後、順次水張り

▽H26. 1月【工事完了】
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10月 11月 12月 1月 2月 3月

課題・指摘事項

東京電力福島第一原子力発電所汚染水対策の対応
汚染水対策現地調整会議　課題に対する管理表

対応方針、及び検討課題 平成26年度以降

スケジュール

進捗状況 平成25年度
対策
番号

平成25年12月12日

資料３

・ ＨＴＩトレンチの止水、１号Ｔ／Ｂケーブルトレンチ止水 ・ 施工計画検討中

・サブドレン復旧・稼働（浄化装置）

・ 浄化装置製作中
・ 集水設備設置工事施工
中
・ 浄化装置建屋工事施工
中

16 海側遮水壁の構築 ・ 海側遮水壁の早期竣工の検討

＜港湾内＞
・ 継手止水処理、埋立実
施中
＜港湾外＞
・ 鋼管矢板打設、継手止
水処理実施中

17 凍土壁が十分に機能しなかった場合の対応 （汚染水処理対策委員会において検討） ・ 現地試験準備中

漏えい
防止対策

15 地下水の流入を減らすための更なる対策

鋼管矢板打設

▽ H26．9月【工事完了】

継手止水処理

＜港湾内＞

埋立

くみ上げ設備工事

鋼管矢板打設

継手止水処理

鋼管矢板打設

＜港湾外＞

継手止水処理

くみ上げ設備工事 ▽ H26．9月【工事完了】

▽H26. 3月【FS結果反映】
フィージビリティ・スタディ（FS）

新設ピット掘削

既設ピット浮遊物質除去
▽ H26．5月【工事完了】

既設設備撤去、ポンプ及び配管等設置 ▽H26．9月【工事完了】

中継・集水タンク 基礎、タンク設置 ▽H26．9月【工事完了】

浄化装置及び建屋設置
▽H26．9月【工事完了】

▽ H26．6月【工事完了】

▽ H26. 6月【工事完了】

工法検討
＜HTI建屋＞

準備工事（地盤改良モックアップ等）

ダクト内の地下水流入抑制工事

建屋内の地下水流入抑制工事

＜1号機T/B＞
工法検討

測量

掘削・仮堰設置

ドライアップ・建屋止水

本設止水堰設置 ▽ 3月【工事完了】

信頼性向上対策としてトレンチ閉塞

記載削除
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タンクパトロールの的確実施

No.1

1



１．規制庁指導事項
 

（10/8
 

現地調査）

作業員毎の測定手順ジオメトリ統一の工夫が必要

（１）指導事項
測定距離の統一

測定者の動線、距離のブレによる測定値の変動を抑制する必要有り

測定方向（測定器の向き、位置）の統一
測定器の向き、位置による測定値の変動を抑制する必要有り

時定数の確保
歩行速度、読み取り時間のブレによる測定精度不足を防止する必要有り

パトロール員役割分担の明確化
点検範囲分担が不明確では点検漏れが発生する可能性有り

点検順序の適切化
タンク、堰を同時進行で見ていては点検漏れが発生する可能性有り

全て要領書へ反映・教育実施済み
2



（２）対応内容
測定距離の統一

①要領書改訂（ポイント集抜粋）

【放射線量測定】

（１）測定距離

タンク側面より約１ｍの距離にてタンク外周の測定を実施する。

※測定値は、距離により変わってしまいます。

１ｍの距離を意識して廻って下さい。

フランジタンク上面

１ｍ

②現場への動線マーキング実施中

3



測定方向（測定器の向き、位置）の統一

①要領書改訂（ポイント集抜粋）

（２）測定方向

測定器を測定対象に向けて測定する

※ＩＣＷ-β（測定器）は、方向依存性が高く、計測器の向きにより

指示が大きく変わります。測定対象（タンク底部）を確実に狙っ

て下さい。

フランジタンク側面
より見た図

フランジタンク上面○

×

○

×

○：測定可能範囲

×：測れません

×：測れません

測定対象

4



時定数の確保

①要領書改訂（ポイント集抜粋）

（３）測定時間

数値の読み取りは、応答時間を守って読み取る

※測定器には、正確な値を示すまでに必要な時間（応答時間）があります。

必要時間を意識して測定願います。

（粗サーベイ時は、応答時間考慮不要。但し、駆け足にならず、歩く速度で！）

●

 

mSv/h 表記の場合

レンジ×1

 

：約１0秒

レンジ×100

 

：約１秒

※

 

β

 

＋

 

γ測定時は、アクリル板なし
γ測定時は、アクリル板ありで！

ICW-β測定器

5



※粗サーベイ時（高線量箇所の検出）の妥当性

（４）具体的な測定方法

①粗サーベイ（異常箇所の抽出）

１）フルレンジ

 

0.3mSv/h（β＋γ）とする。

２）タンクから１ｍの距離＋腰の高さ＋歩く速度で測定。

※過去にホットスポットが確認された箇所（印あり）では特に意識して！

３）指示が上昇した時点で立ち止まり、数値測定。

腰辺り

1m

計器は常

 
に測定対

 
象に向け

 
て！

G6南Ｃ３タンクからの滴下事象（11/15）

 では、堰内水溜まり状況の中、上部からの

 滴下（１滴／４秒）を粗ｻｰﾍﾞｲで発見しています。

要領書改訂（ポイント集抜粋）

漏えい箇所漏えい箇所
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三人一組で役割を分担

 

効率的に漏れなく点検するために

（１）８時／１６時の回
要員１：①タンクの目視点検（側面、底部、連結管・弁），②記録採取
要員２：①放射線測定
要員３：①堰（内部）の状況確認

（２）１２時の回
要員１：①タンクの目視点検

 

①サーモ測定（撮影者）
（側面、底部、連結管・弁）

要員２：①同上

 

①サーモ測定（補助者）

要員３：①堰（内部）の状況確認

 

①定点雰囲気線量測定
②記録採取

 

②記録採取

（３）０時の回
全員：一緒にタンクの漏えい確認

【注意】
※堰（外周）の状況確認は、上記点検と分けて一周願います（何人でも可）
※エリア、役割分担は極力固定で

 

（前回（前日）と比較するために）

パトロール員役割分担の明確化

①要領書改訂（ポイント集抜粋）

要員①

要員②

要員①

要員③
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点検順序の適切化
①要領書改訂（ポイント集抜粋）

２．廻り方

（１）順序

点検漏れを防止するために

①まずは、堰外周を一周（堰の割れ、水漏れ、ドレン弁閉チェック）

②次に、各タンク廻りを一周（目視点検、線量測定）

①
②

測定後、全員で堰内部へ

（２）１２時の回の場合

①まずは、堰外周を一周（堰の割れ、水漏れ、ドレン弁閉チェック）

②次に、サーモ測定（２名）

 

＋

 

定点雰囲気線量測定（１名）

③その後、堰内部に入り、「タンク目視点検（連結管・弁含む）」，

「堰内部の状況確認」

※堰外周の点検は、サーモ測定で一周する際、同時に行っても可

サーモ測定員 雰囲気線量測定員

9



２．その他改善事項

パトロール方法の定着活動（理解度向上）
①要領書改訂時、図解入り「点検要領ポイント集」を追加
②要領書説明会の実施（再教育

 
１１／２５，２６

 
計３回）

③社員による点検実施状況確認パトロール実施
（

 
２回／日程度抜打ち確認

 
要領書制定・運用中）

状況把握性の向上
①漏えい発見時の携帯メール（写真）送付による状況把握性向上

漏えい検出性の向上
①高線量確認箇所の現場マーキング実施（注意喚起）

0.3mSv/h以上、
10mSv/h未満の場合
○印を記載

・10mSv/h以上の場合

↓印を記載

10



②ホットスポット箇所の記録（マップ）への蓄積記載（傾向確認）

11



No.2

汚染水タンクエリアフランジ型タンク水位計設置に伴う
 当面の漏えい監視運用について

12



１．フランジ型タンク水位計設置について

 なお，この水位計で漏えいをより効果的に検知するには，実機でのデータを蓄積
し評価する必要があることから，今後蓄積されるデータを分析・評価し，随時運
用面に反映し漏えい検知機能の向上を図っていく。

 ８月のＨ４タンク漏えいトラブルに鑑み，水位計未設置の既設フランジ型タンク
について水位計設置を進め，１１月２９日に予定されていた設置作業が終了。
（タンク建設中のＧ５エリアタンクを除く）

 その後，水位計健全性確認／監視員トレーニング期間を経て，１２月９日以降
タンク漏えい監視運用として，従来のタンクパトロールを継続するとともに，
設置した水位計を用いた水位監視を追加。

【フランジ型タンク監視運用】

・現場パトロール（４回／日）

 
［継続］

※但し，これまで実施していたサーモグラフィによる水位確認は
水位計による水位データ確認に切替

・漏えい警報確認（常時）

 
［追加］

・水位データ確認（２回／日）

 
［追加］

13



２．水位計による漏えい監視の課題

 先行して試験設置した汚染水タンク（Ｈ３－１）水位計データ（９月～１０月）
を評価したところ，気温変化に連動した水位変動が確認された。

【推定変動要因】ａ）一日の温度変化によるタンク膨張，収縮に応じた水位変化（温度上昇で水位下降）
ｂ）四季の気温変化による水膨張，収縮に応じた水位変化（温度下降で水位下降）

タンク水位

気温

 設置した水位計により各タンクの挙動を確認した結果，いずれのタンクも同様
の傾向であることを確認

14



２．水位計による漏えい監視の課題（続き）

 早期に漏えい検知するには，気温変化に応じた通常の水位変動の影響を極力
排除し，如何に漏えいによる水位低下のみを検出するかが課題

 気温変化に応じた通常の水位変動は，季節による寒暖差やタンク個々の特性
により微妙に異なる可能性があり，より精緻に検出するためには実機データ
の蓄積／判断手法の開発が不可欠

 １２月９日からの監視運用においては，通常変動の影響を低減させる手法と
して，２４時間水位変化率による警報設定を採用。

9995

9996

9997

9998

9999

10000

10001

10002

10003

10004

10005

0:00 6:00 12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 時間

水位

変化率として，過去24時間データの直

 
線近似式からの傾きとして算出。

これにより，１日の気温変化に伴う水

 
位変動の影響を極力低減可能
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３．当面の警報設定

警報設定値を

 
－０．６ｍｍ／時間（２４時間変化率）

 
とする。

上記警報設定値とした場合の机上計算した漏えい検知までの時間

漏洩量 検知時間

小漏洩（200㍑/h）

中漏洩（500㍑/h）

大漏洩（900㍑/h）

大漏洩（1300㍑/h）

大漏洩（1600㍑/h）

１２～１５時間で検知

６～８時間で検知

４～５時間で検知

３～４時間で検知

３時間で検知

パトロール

８時間間隔

パトロール

４時間間隔

※検知されるまでの漏えい量を更に改善するため，実機データを蓄積し，漏えい
早期検知方法を検討し警報設定の見直しを図る。

～検知までの漏えい量： 大約3000㍑

～検知までの漏えい量： 大約4000㍑

～検知までの漏えい量： 大約4500㍑

～検知までの漏えい量： 大約5200㍑

～検知までの漏えい量： 大約4800㍑

９～１０月のデータ実績から，２４時間変化率の 大は約-0.4mm／時間。

この実績に余裕をみて，

16



11月 12月 1月 2月

水位計設置

水位計健全性確認
（含む監視員トレーニング）

水位計を利用した

 監視運用

水位計データ評価

増設分は随時設置

増設分は随時設置

※見直し時期については，検知方法及びシステム実装方法により変動要素あり

・パトロール（4回／日）
※サーモ水位計測

 

→

 

水位データ確認に切替
・漏えい警報確認（常時）
・水位データ確認（2回／日）

４．フランジ型タンク水位計設置後のスケジュール

警報設定値等
評価結果を反映
（※）

★12月９日～
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【参考】構成図及び設置状況

タンク

水位計

入出力盤
・

・
・

入出力盤

入出力盤

タンク

 
水位計

水処理制御室
／

免震棟集中監視室

水位データ
集約伝送盤

現場

・
・

・
・

・
・

監視室

バーチャート表示

トレンド表示
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No.4-1

鋼材による30cm嵩上げ実施状況について
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１．嵩上げ鋼材による30cm嵩上げ状況（一般部・配管取合部）

一般部（外側）

コンクリート嵩上げ鋼材

ウレタン塗装

配管取合部（外側）

コーキング

コーキング

切り欠き箇所

一般部（内側）

配管取合部（内側）

20



２．嵩上げ鋼材による30cm嵩上げ状況（排水枡設置部）

排水枡

コンクリート充填

ウレタン塗装

嵩上げ鋼材

排水バルブ 鋼管

コンクリート

フレキシブル管設置

コーキング

鋼板にて閉塞

※さらにウレタン塗装で上塗りする

排水枡

 

閉塞前（外側）

嵩上げ鋼材

コンクリート

排水枡

 

閉塞前（内側） 排水枡

 

閉塞後（内側）

排水枡

 

閉塞後（外側）
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No.4-2

堰の設置されていない箇所の堰設置状況について
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・赤色で示した５ヶ所(角タンク)は堰の追設置

・青色で示した３箇所(角タンク，鉄板堰有り)は堰のコンクリート化

SPT受入水タンク

RO濃縮水受タンクRO処理水受タンク

濃縮水タンク

廃液供給タンク

濃縮処理水タンク

濃縮水受タンク

蒸留水タンク

鉄板堰

１．鋼製角型タンクの堰追設の進捗状況
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項目
平成２５年度

9 10 11 12 1 2 3

SPT受入水タンク・

 

RO濃縮水受タンク
RO処理水受タンク（堰設置）

蒸留水タンク（堰設置）

廃液供給タンク・濃縮水受タンク
濃縮処理水受タンク（コンクリート堰化）

敷鉄板部

(目地シール＋防水塗装)

タンク内側堰

角型タンク側面との間にカバー

（透明：ボリカーボネート製）

を設置し，堰雨仕舞いとする。

堰は二重（内・外）に設置

堰設置のイメージ

鉄板堰をコンクリート堰へ置換

*

*二重堰設置中，完成目標(H25年中→H26年2月中旬)

24



２．堰の設置されていない箇所の堰設置状況

SPT水受入タンク周りの堰の設置作業状況
 （RO処理水受タンクとRO濃縮水受タンクも同程度の進捗）

25



今後のタンク増設計画について

No.6
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１．タンク開発の課題・対応方針

水バランスを保つために現在次のタンク開発を進めている


 

J1エリア：現地溶接、1,000m3×97基、規格JIS相当


 

G7エリア：完成品、700m3×10基、規格JSME


 

Dエリアリプレース：完成品、1,000m3×32基、規格JSME


 

J3Ⅰ期：完成品、1,000m3×32基、規格JSME

J2,3エリアは大型タンク（現地溶接）を作る必要有り。但し、課題は多


 

H28年度中、合計80万m3タンクを開発するため、タンクを大型化する。検討の結果、最適単基

 
規模は2,400m3。規格はJISを採用



 

適合規格がJSMEでは、初号基の供用開始は最速でH26年度12月（溶接工法の認定<工場認証>＊

 
を受けてからの着手が必要であり、また検査項目が多いため）


 

＊現在タンク設置参加意欲企業でJSMEの工場認証を取得しているのは1社（完成品タンク）のみ



 

その場合、水バランスがＨ27年8-12月には逼迫すると同時に、フランジタンクのリプレースは

 
来年末まではほぼ不可能と予想される



 

タンクを現地溶接で実施する意欲のある企業は現状１社だけ。今後はメーカー以外の企業（プラ

 
ント建設会社、ゼネコンなど）にも幅広く参加を募る

更なる対応策：次の方策をもって工程確保する


 

現地溶接タンクはALPS処理水専用とする

 

⇒

 

37kBq/cc未満なので溶接検査が不要となる

その他課題


 

37kBq/cc以上の汚染水タンクの場合、JSME適用、完成型タンクで用意する計画。その場合、

 
従来(事故前）と同様に全数検査を実施すると、完成型タンクの工程は２ヶ月程度延伸

 

⇒

 

規制

 
庁殿と調整して、検査方法の合理化を図らせていただきたい



 

規格がいずれの場合も使用前検査は必要

 

⇒

 

検査項目・内容を規制庁殿と調整して工程確保に

 
努める



 

完成品タンクは海上輸送のため、月間の設置台数に限界有り

27



２．全体図

J2

J3

G7

J1

D
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３．タンク開発工程

※Dエリア以外のリプレースは対象タンクが空になり次第実施するが、本表には反映していない

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
J1

15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 7.0

J2
19.2 19.2 19.2 19.2 19.2 19.2 19.2 19.2

19.2 19.2 19.2 19.2 19.2 19.2 19.2

J3
Ⅰ期
完成型

4.0 8.0 8.0 8.0 4.0

J3

9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 9.6 9.6

9.6 9.6 9.6 9.6 9.6

8.0 8.0 8.0 8.0

4.2 2.8

月産 15 15 15 15 19 22 23 16 35 31 29 29 29 29 29 29 10 10 10
累計 15 30 45 60 79 101 124 140 175 206 235 264 293 322 350 379 389 398 408
月産 15 15 15 15 19 22 23 16 16 12 0 0 19 19 29 29 29 29 29
累計 15 30 45 60 79 101 124 140 156 168 168 168 187 206 235 264 293 322 350

JIS

JSME

輸送路改修
（送電線移設、信
号機撤去ほか）

G7エリア完成型タ
ンク

Dエリアノッチタン
クリプレース

Jエリア
タンク建
設

平成25年度 平成26年度 平成27年

地盤改良・基礎設置水移送

タンク組立
残水・撤去

JSME対応の場合

JSME対応の場合
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万

タ
ン

ク
容

量
・
保

有
水

量
（
m

3）

タンク合計　運用考慮

タンク合計（JSME規格準拠）

タンク合計（JIS規格準拠+Dエリアリプレース無)

タンク合計（JIS規格準拠）

保有水合計

タンク運用分　25,000m3とする
・RO処理水
・RO濃縮水受入
・RO濃縮水再循環払出
・RO濃縮水ALPS払出
・ALPS処理水受入 のバッファ用

検討条件
汲み上げ量
・8/9 　汲み上げ量 60m3/d     H26/6/1～7/31 2,3号トレンチ
・8/31　汲み上げ量 140m3/d   計11,000m3汲み上げ
・11/1　汲み上げ量 100m3/d
・11/21　汲み上げ量 90m3/d
・12/11　汲み上げ量 60m3/d
ALPS稼働ケース
・11/8  ALPS　A系再起動（1系統 稼働率60%：150m3/d処理）
・11/18 ALPS　C系再起動（2系統 稼働率60%：300m3/d処理）
・11/21 ALPS　B系再起動（3系統 稼働率100%：500m3/d処理）
ALPS稼働時に薬液分10%増加とする
建屋水位調整量
・地下水バイパス　H26/2/1～3/31  計15,000m3
　H26/4/1～　  地下水流入量 350m3
・サブドレン　　　　 H26/8/1～9/30　計15,000m3
　H26/10/1～　地下水流入量 80m3

４．水バランス

水バランス

フランジタンクを空に出

 
来る余力⇒リプレース可

※Dエリアリプレース以降のリプレースに

 
よる増分は本グラフには反映していない
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５．水抜きの対象

水抜きの対象 水量(m3)

Dエリアタンク 4,000

H1/H2ブルータンク 30,000

フランジタンク（Type-Ⅰ） 308,000（129,000）

海水配管トレンチ水 10,000

No.1ろ過水タンク 4,600

スロッシング対策 10,000

1エリア1空タンク確保 20,000
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No.10-1

タンク堰内コンクリート面の清掃・塗装について

32



１．タンク堰内コンクリート面の塗装状況

施工前 施工後

塗装完了：7／26箇所（12/11現在）

H1東、H2北、H2南、H3、H9東、H9西、G6南
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２．堰内被覆後の状況

被覆後、雨水が溜まった堰についてサンプリングを実施し比較
被覆後は、約1/5～1/10にSr濃度が減少し、被覆の効果はあり
被覆後の水位は１～２cmと低く、凝縮し易い状況の他、ゴミ等を拾い易かった可能性あり。
一部ホットスポット等の部位から、極微量のＳｒが雨水に混入した可能性あり。
もともとキレイだったＨ９、Ｈ９西エリアはほぼそのまま放出可能レベルを維持
外からの持ち込み（コンタミ）も考えられるため、塗装完了した堰は靴カバー運用を実施。

（平成２５年１２月９日現在）

被覆前
H25.9.15

被覆後
H25.11.26

Ｈ１東 1,082 11/27 12/2 12/6 G6南エリア先行実施の ため予定変 更 200Bq/L 未測定

Ｈ２北 1,513 11/20 11/18 11/22 140Bq/L 32Bq/L

Ｈ２南 996 11/14 11/14 11/18 3,700Bq/L 790Bq/L

Ｈ３ 996 11/2 11/2 11/5 4,600Bq/L 440Bq/L

Ｈ９西 631 11/8 11/8 11/13 8Bq/L 5Bq/L

Ｈ９ 451 11/5 11/5 11/7 9Bq/L 4Bq/L

Ｇ６南 1,091 11/22 11/22 11/29 タンクからの漏えいに伴い先行実施 7.2Bq/L 未測定

既
施
工
エ
リ
ア

備 考

放射性物質濃度 Sr-90

エリア
被覆面積

（m2）
着手予定 着手日 完了日
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No.10

貯水タンクヤード雨水抑制対策
 （雨樋設置工事の実施状況について）
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１．雨水抑制対策範囲と優先順位

フランジタンク配置図

Ｇ６南Ｇ６北

Ｃ東

Ｇ３北 Ｇ３東

Ｇ４南

優先度１

B南

優先度３

B北

優先順位の考え方
・汚染の比較的高いエリアから優先的に対策を実施する。

→優先度１：H4北・東、H2南、H3、B南
→優先度２：H1東、H2北、H4、H5、H6、G6南
→優先度３：Ｅ、Ｃ東、Ｈ８南、Ｇ３北、Ｇ３東、Ｇ４南、Ｇ６北
→優先度４：Ｈ９、Ｈ９西、Ｃ西、Ｇ５、Ｈ８北

優先度２

優先度１

Ｈ４北 Ｈ４東

Ｈ３

Ｈ２南Ｈ１東

Ｈ２北

Ｈ６

Ｈ５

Ｈ４

Ｈ８南

Ｅ

優先度３

H・Eエリア

Ｃ西

Ｈ８北

Ｇ５

Ｈ９

Ｈ９西

優先度４

タンク配置図
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２．雨水抑制対策の方針
雨樋設置イメージ図

・タンク天端周囲に金属製の横樋を取り付ける。
・数基のタンク雨水を集合させ、排水管でコンクリート堰外へ排水する。

金属製雨樋設置イメージ

２００mm ２
６

５
m

m

横樋
着色耐酸アクリル被覆鋼板

取付金物（溶融亜鉛メッキ）

@600 FB-6×38
メッキボルト
M-10×25@600

硬質塩ビ排水管等

金属製横樋取付イメージ図

※側面部の雨水混入はさせないよう雨樋設置

横樋 縦樋 ﾀﾝｸ端部
コンクリート堰

排水溝

排水管サポート
排水管サポート
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３．雨樋モックアップ（H2南
 
11/28.29）

全体写真

①金属製雨樋

③サポート

②固定金具

②固定金物→背かごに取付

③サポート→歩廊取付金物に固定

④塩ビ排水管

④塩ビ排水管

●取付金物
ボルト
支圧力
により
固 定

●固定金物
背かごに
固定

全 景

④塩ビ排水管

①金属製雨樋
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排水

４．具体的な雨水抑制対策イメージ

⑤可とう性排水管

⑤可とう性
排水管

⑦排水管サポート

⑦排水管サポート

単管パイプ式

ポール式

⑥水切り

⑥水切り

■使用材料・金物イメージ

タンク本体の漏洩時において
タンク雨水排水管を伝い、漏洩
するリスクに対して、横引き管
部分に水切りなどの対策を行う。

地震力によるタンクの水平
・垂直移動に対して、タンク
間への渡り排水管部や堰外へ
の排水管接続部に「可とう性
排水管」を使用することで変
形追従性を確保する。

コンクリート堰外の周辺状況により排水管サポートの
タイプを選択
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５．スケジュール

昇降設備・渡り歩廊設置 昇降設備・渡り歩廊撤去

Ｈ２南エリア（タンク数：１１基） 雨樋・排水管・サポート等設置

昇降設備・渡り歩廊設置 昇降設備・渡り歩廊撤去

Ｈ３エリア（タンク数：１１基） 雨樋・排水管・サポート等設置

昇降設備・渡り歩廊設置 渡り歩廊・昇降設備撤去

Ｈ４東エリア（タンク数：１２基） 雨樋・排水管・サポート等設置

昇降設備・渡り歩廊設置 昇降設備・渡り歩廊撤去

Ｈ４北エリア（タンク数：２６基） 雨樋・排水管・サポート等設置

昇降設備・渡り歩廊設置 昇降設備・渡り歩廊撤去

Ｂ南エリア（タンク数：５基） 雨樋・排水管・サポート等設置

昇降設備・渡り歩廊設置 昇降設備・渡り歩廊撤去

Ｈ４エリア（タンク数：２０基）他 雨樋・排水管・サポート等設置

昇降設備・渡り歩廊設置

Ｅエリア（タンク数：４９基）他 雨樋・排水管・サポート等設置

昇降設備・渡り歩廊設置

Ｈ９エリア（タンク数：５基）他 雨樋・排水管・サポート等設置

優
先
度
２
優
先
度
３
優
先
度
４

2630 2212 14 16 20188 1016 1810 12 1428 4 3022 24 26 2814 2 424 2616 18 20 22 2 616 186 8 10 12 20 3024 26 284 620 22 24 28 30 28 10 12 1430 2 4 622 24 26 2814 16 18 20

３月

優
先
度
１

項　　　　　　　　目
Ｈ２５　１１月 １２月 １月 ２月

10 12

対象タンク数：４２基

対象タンク数：１２９基

対象タンク数：１３８基

対象タンク数：６５基

雨樋設置工事は、悪天候ならびに現場状況や
他工事の影響により工程の変更はあります。
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No.10-3

地下貯水槽等に貯蔵中の排水基準を超える雨水への対応

41



１．地下貯水槽No.4、7に貯留中の雨水に係る対応方針

地下貯水槽No.4および７に貯留中の雨水については、可能な限り早期
 に貯水槽から回収・浄化することを目的として、既設RO（逆浸透膜）装

 置を復旧し，現在性能確認試験を実施中。

堰内雨水を一次貯留するための4000tノッチタンク群に残留中の雨水
 についても、同タンク群の十分な空き容量を確保しておくことができるよ

 う、回収・浄化を目的として、新設RO装置の設置し，現在性能確認中。

これまでに、実雨水（12t程度）を用いたRO装置の試験を実施した結果、
 高い処理性能が得られた。今後は、さらに性能確認のための試験を積

 み重ね，処理装置の性能について確認していく。

上述のRO装置については、特定原子力施設実施計画申請を行い、認
 可を受けて早期の運用を目指す。
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２．排水基準を超える雨水の処理について

地下貯水槽等からのサンプリング結果で、ストロンチウム90が検出されるものの、セシウム134,137

 等のγ核種はほとんど検出されないことが確認されている。

過去の滞留水処理実績から、RO処理装置でストロンチウムを一定量除去可能な実績が得られてい

 ることから、地下貯水槽等に貯留中の雨水を処理して排水することを計画（下図参照）。

現時点で500トンタンク以外の設置は完了。先行して仮設12トンタンクを設置し、実液を用いて性能試

 験をかねた試験運転を実施中。
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３．現状の堰内溜まり水（雨水）の運用
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４．地下貯水槽に貯蔵中の雨水浄化試験の設備概要
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単位: Bq/L

• 原水（地下貯水槽No.7）の放射能濃度が高く（原因調査中），RO処理水中のSr-90 
は排水基準以下にならなかったが，DFとしては500以上。地下貯水槽の放射能濃度

 は1000Bq/L以下を想定していることから，排水基準以下にできる見通し（γ核種は

 ND）。
• 脱塩水（RO処理水にイオン交換樹脂を通したもの）は，Sr-90もNDを達成。

５．地下貯水槽の実液試験結果
 

(γ核種・Sr-90濃度)

原水 RO処理水 RO処理水 RO濃縮水 RO濃縮水 脱塩処理水

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

サンプリング日時
H25.12.9

12:50
H25.12.9

13:10
H25.12.9

13:15
H25.12.3

11:15
H25.12.9

13:15
H25.12.9

13:20

Ｃｓ－１３７ 31 ND
（＜8）

ND
（＜8） 134 151 ND

（＜8）

Ｃｓ－１３４ 17 ND
（＜6）

ND
（＜6） 53 65 ND

（＜6）

Ｓｂ－１２５ 41 ND ND 180 211 ND

Ｓｒ－９０ 11000 20 14 14000 14000 ND(＜2.2)

サンプリング場所
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６．４０００トンタンクに貯蔵中の雨水浄化試験の設備概要
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単位: Bq/L

・
 

RO膜処理後の雨水 (RO処理水1、2)
・

 
RO膜 + 樹脂塔処理後の雨水 (脱塩処理水1、2)
→ γ核種、Sr-90は、いずれも、ND、検出下限値以下

７．４０００トンタンクの実液試験結果
 

(γ核種・Sr-90濃度)

サンプリング日時
H25.11.26

11:44
H25.11.26

11:44
H25.11.26

11:44
H25.11.26

11:17
H25.11.26

11:17
H25.11.26

11:17
H25.11.26

12:15

Cs-137 ND
（＜18）

ND
（＜18）

ND
（＜18） 20 ND

（＜18）
ND

（＜14）
ND

（＜15）

Cs-134 ND
（＜13）

ND
（＜12）

ND
（＜12）

ND
(＜11）

ND
（＜12）

ND
（＜10）

ND
（＜11）

Sb-125 23 ND ND ND ND ND ND

Sr-90 4000 ND (＜2.4) ND (＜2.4) 4700 ND (＜2.4) ND (＜2.4) ND (＜2.4)

脱塩処理水
1

原水
2

RO処理水
2

脱塩処理水
2

装置1 装置2
装置1、2
出口側
タンク水

サンプリング場所
原水

1
RO処理水

1
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Cs-134 Cs-137 Sr-90 備考

4000トンタンク ND (<13) 19 2100 サンプリング日

H25/10/30

地下貯水槽No.4 ND (<12) ND (<18) 470 サンプリング日

H25/10/30

地下貯水槽No.7 ND (<13) ND (<18) 99 サンプリング日

H25/10/30

単位：Bq/L

８．貯蔵場所におけるサンプリング結果
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９．設備設置位置図（概略）
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No.11

アウターライズ津波を超える津波を想定した
 建屋滞留水流出防止対策について
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１．滞留水抑制対策を実施する建屋

地下に汚染水が滞留し、流出防止対策を実施すべき建屋を下記の図に示す。

・・対象建屋

配置図（１～４号機側）

高温焼却炉建屋
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汚染水が滞留する建屋の１階「壁・床区画併用」による防水性向上対策
・防水性の区画を建屋「１階床」とし、一部「壁」を併用する
・「床」にある大開口を閉塞し防水性を向上する
・「床」にある小開口を閉塞し防水性を向上する
・一部「外壁」にある開口を閉塞し防水性を向上する

「壁・床区画併用」による美防水性向上対策

 

概略図

地下滞留水

系外放出リスクの高まるレベル

地下滞留水

山側

▼3.11本震相当津波
O.P.+15ｍ程度

▼O.P.+4ｍ盤

内壁開口
（壁区画）

外壁開口

床開口閉塞
（床区画）

外壁開口
（壁区画）

海側

O.P.+10ｍ盤▼

作業困難リスクの高まるレベル

閉止済 ▼地下滞留水水位

 

O.P.3.5ｍ程度

２．汚染水が滞留する建屋の防水性向上対策（例）壁・床区画併用
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＃１タービン建屋

 

１階平面図

･･防水対策箇所
･･壁区画箇所

･･防水対策完了箇所

３．滞留水流出防止対策箇所（１号機タービン建屋）

防水化対策箇所：階段・吹き抜け・ガラリ等

N
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４．滞留水流出防止対策（１号機タービン建屋）

●

 
送風機

対策前 対策後

●

 
マシンハッチ

対策前 対策後
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５．滞留水流出防止対策箇所（２号機タービン建屋）

＃２タービン建屋

 

１階平面図･･壁区画箇所

防水化対策箇所：階段・吹き抜け・ガラリ等

･･防水対策箇所

･･防水対策完了箇所

N
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６．滞留水流出防止対策（２号機タービン建屋）

●

 
マシンハッチ、送風機

対策前 対策後

●

 
送風機

対策前 対策後

57



６．滞留水流出防止対策箇所（２号機タービン建屋）

●

 
マシンハッチ

対策前 対策後

●

 
ガラリ

対策前 対策後
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６．滞留水流出防止対策箇所（２号機タービン建屋）

●

 
換気フード

対策前 対策後
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●スケジュール

●課題

・対策実施箇所が高線量であるため、線量低減対策（遮蔽や対策内容の変更）や
防水区画の位置を変更する可能性あり。

・上記対策検討のためスケジュールを変更する可能性あり。

１２．スケジュールと課題

２０１２
（Ｈ２４年度）

２０１３
（Ｈ２５年度）

２０１４
（Ｈ２６年度）

２０１５
（Ｈ２７年度）

　防水化対策

　●個別計画（共用施設）

　　・高温焼却炉建屋

　　・プロセス主建屋、サイドバンカ建屋

　●個別計画（Ｔ／Ｂ・Ｃ／Ｂ）

　●個別計画（Ｒ／Ｂ・Ｒｗ／Ｂ）

＃１／２

＃３／４

＃１

＃２

＃３

＃４
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１号機取水口北側エリアにおける
 追加観測孔でのサンプリング実施状況

No.12
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１．調査孔No.0-1付近の追加調査実施状況について


 

１号機取水口北側エリアの、調査孔１号機取水口北側エリアの、調査孔No.0No.0--11で検出されているトリチウムの経路を調で検出されているトリチウムの経路を調

 査するため、当該エリアの査するため、当該エリアの33箇所で追加調査を計画。このうち護岸付近の箇所で追加調査を計画。このうち護岸付近の22箇所にお箇所にお

 いては、埋戻層（深さいては、埋戻層（深さ5m5m；；No.0No.0--11--11，，No.0No.0--33--11）と中粒砂岩層（深さ）と中粒砂岩層（深さ13m13m；；No.0No.0--11--22，，
 No.0No.0--33--22）の調査を実施。）の調査を実施。


 

No.0No.0--11--22及び及びNo.0No.0--33--22のボーリング完了、サンプリングを開始。のボーリング完了、サンプリングを開始。

施工位置図

No.0No.0--11

全ベータ全ベータ

 

：：

 

116600（（10/610/6採取分）採取分）

トリチウム：トリチウム：19,000(9/2919,000(9/29採取分採取分)) No.0No.0--22

全ベータ全ベータ

 

：：

 

2828（（10/610/6採取分）採取分）

トリチウム：トリチウム：

 

ND (9/29ND (9/29採取分採取分))
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２．調査結果及び今後の進め方について

全層から取水しているNo.0-1に比べ、上層から採水しているNo.0-
 1-1のH-3は低濃度であり、下層から取水しているNo.0-1-2は高濃
 度であった。

また、南側のNo.0-3-1（上層）のH-3はNDであったが、No.0-3-
 2（下層）では、

 
No.0-1-2（下層）と同等の高濃度であった。

全層から取水しているNo.0-4のトリチウム濃度は、同じく全層から
 採水しているNo.0-1と同程度。

低濃度ではあるが、No.0-2（全層）において、11月中旬よりトリチ
 ウムが上昇傾向。

10m盤の1T-6においては、トリチウム濃度は3,300Bq/Lと比較的
 低く、全β放射能濃度が13,000Bq/Lと高かった。1T-4と同傾向。

12/10より、No.0-3-2孔又はNo.0-1-2孔を利用して地下水汲み
 上げを開始。トリチウム濃度に変化があるか確認する。
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３．１号機取水口北側周辺の地下水の状況

※：緑は4m盤
グレーは10m盤

観測井の採水深さ
・No.0-1,0-2,0-4,1-11,1-12 

全層

 

O.P.+1～-12m
・No.0-1-1,0-3-1

上層

 

O.P.+2～-1m
・No.0-1-2,0-3-2

下層

 

O.P.-6～-9m
・ｻﾌﾞﾄﾞﾚﾝNo.1

下層

 

O.P.+3～-4m
・No.1T-1～1T-6

O.P.+3～-5m

単位：Bq/L

No.0-2 (全層,12/1)
全β： ND
H-3： 1,100

ｻﾌﾞﾄﾞﾚﾝNo.1ｻﾌﾞﾄﾞﾚﾝNo.1

1T-31T-1

1T-4
1T-5

No.0-2

No.0-1

No.0-4

No.0-4 (全層,12/1)
全β： ND
H-3：20,000

No.1-12

No.0-1-2 (下層,12/1)
全β：

 

ND
H-3：65,000

No.1-11 (全層,12/6)
全β： 64
H-3：22,000

1T-6

No.1T-6 (12/2)
全β： 13,000
H-3： 3,300

ｻﾌﾞﾄﾞﾚﾝNo.1  (8/5)
全β：290
H-3：110,000

No.1T-1 (9/5)
全β： ND
H-3： 200

No.1-12 (全層,12/5)
全β： 86
H-3：170,000

No.1T-4 (10/11)
全β： 5,000
H-3： 2,500

No.1T-5 (10/11)
全β： 8,500
H-3：12,000

No.1T-3 (9/5)
全β： ND

H-3：80,000

No.0-3-2 (下層,12/6)
全β： 19
H-3：64,000

ｻﾌﾞﾄﾞﾚﾝNo.2  (8/5)
全β：25
H-3：3,200

No.0-3-1 (上層,12/1)
全β：

 

ND
H-3： ND

No.0-1-1 (上層,12/7)
全β： 21
H-3： 18,000

No.0-1 (全層,12/1）
全β：

 

89
H-3：27,000
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No.13-1

構内側溝放射線モニタの運用
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１．構内側溝放射線モニタ構成概要図

集水升ｴﾘｱ

 
(埋設部分含)

モニタ小屋

γ線モニタ

γ線モニタ β線モニタ

β線モニタ

モニタA系

モニタB系

堰

堰

堰

堰

側溝 （上流）

（下流）

集水桝

集水桝
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γ線モニタ

γ線モニタ β線モニタ

β線モニタ

モニタA系

モニタB系

堰

堰

堰

堰

側溝 （上流）

（下流）

集水桝

集水桝

γ線モニタ

γ線モニタ β線モニタ

β線モニタ

モニタA系

モニタB系

堰

堰

堰

堰

側溝 （上流）

（下流）

集水桝

集水桝

２．構内側溝放射線モニタ設置状況
 

(平成25年12月9日現在)

採水ポイント

集水升ｴﾘｱ

監視装置(免震棟内)

排水部

流入部

堰部

γ線モニタ

β線測定用汲み上げポンプ部

中操制御画面部

モニタ小屋内部

β線測定部

現場制御画面部

上流下流
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３．C排水路モニタの運用に関するスケジュール

平成25年 平成26年

11月 12月 １月以降

※試運用状況を適宜反映

C排水路モニタ

・据付工事

・機器調整

・試運用

・本運用

＜その他＞

・ガイド策定

データ蓄積・警報設定

▽▽12/1012/10現在現在

天候等によりスケジュールが変動する場合がある。
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No.13-2

Ｂ排水路暗渠化工事について
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１．Ｂ排水路暗渠化工事の概要
●暗渠化工事

・埋設配管形式→ダブルプレスト管Φ1000mm～1100mm：Ｌ=460m

 

／

 

ＦＲＰ管2000mm ：L=212m

・蓋形式→ＦＲＰ蓋：L=400m

 

／

 

コンクリート蓋（ケーブル貫通箇所）：L=50m（各所に分散）

●止水ゲート

 

：３基

ダブルプレスト管
Φ1000～1100mm L=460m

FRP管Φ2000mm 
L=212m

FRP蓋
L=400m

図-1 埋設配管型暗渠

図-2 蓋型暗渠

ＦＲＰ蓋

ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾟﾚｽﾄ管

 

or FRP管

ｺﾝｸﾘｰﾄ充填

止水ゲート
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２．Ｂ排水路暗渠化工程

項 目

１1月

１2月

上旬

 
中旬

 
下旬 1月

準備工

（現地調査・草刈・清掃）

暗渠化材料

ゲート製作

ケーブル等の

干渉設備移設

排水路暗渠化

（枝排水路仮閉塞含む）

ゲート設置

仕上げ・片付け

配管材料製作・運搬

ゲート／戸当り製作・運搬

ケーブル調査／移設作業

配管・蓋設置（充填コンクリート打設含む）

ゲート設置作業

仕上げ等

草刈・清掃・仮設設備
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Ｂ系水路ライニング前

３．Ｂ系排水路ライニング実施状況

Ｂ系水路ライニング後

下地処理(側壁)

ライニング１層目(側壁) ライニング２層目(底版)

高圧水洗浄

① ②

③ ④
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高温焼却炉設備建屋・１号機タービン建屋
 における止水対策の実施について

No. 15
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１．建屋への地下水流入箇所調査・対策状況１．建屋への地下水流入箇所調査・対策状況

止水工事完了

※止水工事実績
・３号機起動用変圧器ケーブルダクト（＃３Ｃ／Ｂ：H24.12.4止水完了）

・集中ＲＷ連絡ダクト

 

（＃３ＦＳＴＲ：H25.3.1止水完了）

・共用プール連絡ダクト

 

（プロセス主建屋：H25.3.8止水完了）

・２～４号機ＤＧ連絡ダクト

 

（＃２Ｔ／Ｂ：

 

H25.7.19、＃４Ｔ／Ｂ：H25.7.22止水完了）

(B)(B)高温焼却炉設備建屋
（ＨＴＩ）連絡ダクト

流入を確認

((ＡＡ) ) １号機コントロールケーブルダクト

流入を確認

今回工事箇所

流入なし確認済み

(C)(C)高温焼却炉設備建屋

（ＨＴＩ）連絡ダクト

流入を確認

74



配 置 図

ＨＴＩ連絡トレンチ
北

ＨＴＩ建屋
焼却工作建屋

プロセス建屋
サイトバンカー建屋

集合ダクト

②コンクリート打設①地盤改良

⑤グラウト充填

③止水剤注入

④水中Con打設

①地盤改良

②集合ﾀﾞｸﾄCon打設

③止水材注入

④水中Con打設

⑤HTI連絡ﾄﾚﾝﾁｸﾞﾗｳﾄ

注入

【止水フロー】 ■STEP①
流速が速いと止水材が充填ができないため、高温焼却炉設備建屋連絡トレンチな
らびに集合ダクトからの地下水流入抑制を地盤改良などの対策により、HTI建屋
への流速を低減させる。

 

（

 

※１以降はＨＴＩ建屋とする）

■STEP②
地下水の流速が低減したら止水材注入などの対策により、HTI建屋への地下水の
流入抑制を図る。

■STEP③
HTI連絡トレンチ内の地下水を移送し、トレンチ内をグラウトで閉塞する。

２．工事概要
 
高温焼却炉設備建屋止水対策

STEP①

 

地下水流入抑制

STEP②

 

建屋止水

STEP③

 

ﾄﾚﾝﾁ閉塞

※１
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STEP①

 

地下水流入抑制 STEP②

 

建屋止水

HTI建屋 焼却工作建屋

サイトバンカー建屋 プロセス建屋

HTI
建屋

ｻﾘｰｴﾘｱ

HTI連絡トレンチ

グラウト材充填

注入管排気管

10
m

③HTI建屋内より止水材を注入し、界面を閉塞
④トレンチの建屋接続部に水中Conを打設し閉塞

STEP③

 

トレンチ閉塞

HTI
建屋

③止水材注入

①セメント系地盤改良によりHTI連絡トレンチの

エキスパンションジョイント部を閉塞
②集合ダクトにコンクリートを充填

３．止水手順
 
HTI建屋止水対策

ＨＴＩ連絡
トレンチ

⑤立坑を掘削、プラグCon
の打設後、トレンチ内の
地下水を移送

トレンチ内にグラウトを
充填し閉塞

⑤グラウト充填

①地盤改良

Ａ

Ａ断面イメージ

10
m

①地盤改良

集合ダクト

②コンクリート充填

プラグCon

HTI連絡トレンチ

④水中Con打設

ＨＴＩ連絡トレンチ

76



４. 工程表

マイルストーン

準備工事（作業スペース）

①ダクト閉塞工事

　・集合ダクトCON打設

②HTI連絡ダクト（EXP.J部）

　・セメント系地盤改良

③HTI建屋入口止水

　・HTI止水材注入 止水材

④HTI連絡ダクト建屋入口止水

　・水中CON打設 Con打

⑤HTI連絡ダクト閉塞

　・グラウト注入

集合ダクト部

ダクト内配管除去・グラウト注入

ステップ３

４月 ５月 ６月

工法検討

10月 １１月 １２月

ステップ２

CON打設

HTI連絡ダクト

H25 H26

ステップ１

１月 ２月 ３月

ＨＴＩ建屋地下水
流入対策完了

信頼度向上対策
として

トレンチ閉塞

※止水対策工事は、悪天候ならびに地中構築物のため詳細な調査ができていないことや他工事の影響
により工程、施工範囲・方法の変更が生じる場合があります。
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施工場所

地下水流入箇所 T/B

R/B

施工場所

地下水流入箇所 T/B

R/B

施工場所

５．工事概要
 
１号機タービン建屋止水対策

震災前内観写真④

【１号機ｺﾝﾄﾛｰﾙｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ縦断面図】

①立坑掘削

②仮堰設置
施工場所

１号機Ｒ／Ｂ

【止水フロー】

STEP①

 

立坑・仮堰設置

STEP②

 

建屋止水

③地下水排水

④建屋止水

STEP③

 

止水堰設置

⑤止水堰設置

■STEP①：コントロールケーブルダクト内へ進入するため、立坑を掘削し、仮堰
の設置を行う。

■STEP②：コントロールケーブルダクト内をドライUPし、止水処理を行う。
■STEP③：本設の止水堰を設置することで地下水流入の抑制をより確実なものと

する。

写真
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STEP①

 

立坑・仮堰設置

STEP②

 

建屋止水

STEP③

 

止水堰設置

釜場設置

①コントロールケーブルダクト

への取り付き用立坑を掘削

②コントロールケーブルダクト
内の止水処理作業に向けた
仮堰設置

①掘削（立坑設置２箇所） ②仮堰設置

♯１T/B♯１T/B

③コントロールケーブルダクト
内の地下水を水中ポンプにて
１号機T/Bへ排水

④コントロールケーブルダクト

建屋接続部に止水処理

建屋接続部

⑤地下水流入リスクの低減に向け
コントロールケーブルダクト内
に止水堰を設置

６．止水手順
 
１号機タービン建屋止水対策

⑤止水堰設置：ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

点検用マンホール設置

埋め戻し
（改良土）

仮堰設置

可塑性ﾓﾙﾀﾙ注入

④止水処理

♯１T/B

③水中ポンプ
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７．工程表

マイルストーン

準備工事（作業スペース） 測量

①立坑掘削

　・立坑・円形枡設置 掘　削

②仮堰設置

　・可塑性モルタル打設

③滞留水排水

　・水中ポンプ・釜場設置

④１号機Ｔ／Ｂ接続部止水

　・止水材注入

⑤コントロールケーブルダクト閉塞

　・コンクリート堰設置

H26

１月 ２月 ３月

工法検討

H25

10月 １１月 １２月

可塑性モルタル打設

注入立坑・出入立坑

ポンプ設置・排水

止水材注入

配管・ラック撤去

ステップ２

ステップ３

コンクリート打設

ステップ１

※止水対策工事は、悪天候ならびに地中構築物のため詳細な調査ができていないことや他工事の影響
により工程、施工範囲・方法の変更が生じる場合があります。
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No.16

海側遮水壁の現状
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１．海側遮水壁の進捗状況（H25年12月11日現在）

①第1工区（港湾内）の鋼管矢板打設完了（395/404本）
 （施工手順：喫水確保可能なので、船を用いて鋼管矢板を打設）

 ②第2工区（港湾外）の鋼管矢板打設完了（114/191本）
 （施工手順：喫水確保できず船舶接近できないため、

 埋立後に陸上から鋼管矢板を打設）

置き換え路盤材40-0

スロープ5% 
路盤材40-0 敷き鉄板

東　波　除　堤

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

#4復水

電
気
室

＃4逆洗弁室

#4循環水管基礎

貯蔵ﾀﾝｸ

#4ｽｸﾘｰﾝ・ﾎﾟﾝﾌﾟ室

#4取水電源ｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ

#4取水電源ｹｰﾌﾞﾙ管路

#4薬品ﾀﾝｸ連絡ﾀﾞｸﾄ

#4共通配管ﾀﾞｸﾄ

#
4
海

水
配
管

ﾀ
ﾞ
ｸ
ﾄ
(
S
W系

)

#
4
海
水

配
管
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ

凡例：鋼管矢板打設完了

埋立完了

第１工区（港湾内）

第２工区

 
（港湾外）
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２．海側遮水壁工事の今後の予定とリスク

○海側遮水壁工事は、鋼管矢板の打設と継手の止水処理、埋立、地
 下水ドレン設備（くみ上げ）、浄化設備等で構成され、H26.9竣

 工を目指して工事を進めている。

○港湾内で実施中の鋼管矢板の打設は、９本を残して12月4日まで
 に一旦完了しており、竣工前に閉塞する予定である。

理由は以下のとおり。

・港湾外の遮水壁を閉塞させる前に港湾内の遮水壁を閉塞させると、
 タービン建屋東側における地下水の流れが変わり、汚染された

 地下水が港湾外に直接流出するリスクがある。

・海側遮水壁閉塞時には、海側遮水壁内側の地下水のくみ上げを
 実施しないと、海側遮水壁内側の地下水位が上昇し、汚染された

 地下水が遮水壁外部（港湾内外）に流出するリスクがある。

・ただし、くみ上げ水を放出せず貯留するとタンク貯蔵容量の逼迫

につながる。
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３．工事工程表（予定）

平成25年 平成26年 備 考

10 １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

【港湾内】

鋼管矢板打設

継手止水処理

埋立

くみ上げ設備工事

【港湾外】

埋立

鋼管矢板打設

継手止水処理

くみ上げ設備工事

海側遮水壁竣工

※ 気象条件などにより工程の変更あり

先行実施済み

12/4完了
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置き換え路盤材40-0

スロープ5% 
路盤材40-0 敷き鉄板

東　波　除　堤

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

#4復水

電
気
室

＃4逆洗弁室

#4循環水管基礎

貯蔵ﾀﾝｸ

#4ｽｸﾘｰﾝ・ﾎﾟﾝﾌﾟ室

#4取水電源ｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ

#4取水電源ｹｰﾌﾞﾙ管路

#4薬品ﾀﾝｸ連絡ﾀﾞｸﾄ

#4共通配管ﾀﾞｸﾄ

#
4
海

水
配
管
ﾀ
ﾞｸ
ﾄ
(S
W
系
)

#
4
海
水

配
管
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ

（参考）海側遮水壁の進捗に伴う地下水の流れ

凡例：鋼管矢板

 
地下水の流れ

港湾内の鋼管矢板を先に閉塞してしまうと、汚染した地下水が
 港湾外に流出するリスクあり

港湾外へ流れる

地下水

第1工区（港湾内）

85



（参考）海側遮水壁工事の竣工前のイメージ

置き換え路盤材40-0

スロープ5% 
路盤材40-0 敷き鉄板

東　波　除　堤

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

#4復水

電
気
室

＃4逆洗弁室

#4循環水管基礎

貯蔵ﾀﾝｸ

#4ｽｸﾘｰﾝ・ﾎﾟﾝﾌﾟ室

#4取水電源ｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ
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凡例：鋼管矢板打設完了

 埋立完了

第1工区（港湾内）

第2工区

 
（港湾外）

鋼管矢板の開口部

シルトフェンス

継手の止水処理概要図

(鋼管杭協会：明日を築く、No.72)

鋼管矢板を上から見た図

継手

鋼管矢板、継手止水概要
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